








Aspects of the Occidentale Classical Education on British Public School 
Thomas Hughes; Tom Brown’s School Days（1857）:





トマス = ヒューズ（Thomas Hughes, 1822-1896）の文学作品である『トム = ブラウンの学校






（1823年）を行ったとされるエリス少年（William Webb Ellis, 1806-1872）が挙げられる。エリス
少年は1816年から1825年まで在学していて，オックスフォード大学卒業後は，聖職者となってい
る。数学者であり，『不思議の国のアリス』（Alice’s Adventures in Wonderland, 1865）の作者で
あるルイス = キャロル（Lewis Carroll, 1832-1898）は，1845年から1850年まで在籍していた。第






ノルド（Thomas Arnold, 1795-1842）であった1）。トマス = アーノルドの実子であって，『エト
ナ山のエムぺドクレス』（Empedocles On Etna, 1852）などで知られる，耽美派の抒情詩人で、





『トム = ブラウンの学校生活』では，ニシアス（Nikias,?-413. BC），リヴィー（Titus Livius, 
59?. BC-14. AD），ヴァージル（Publius Vergilius Maro, 70-19. BC），ユーリピディーズ（Euripides, 
480?-406?. BC），ホーマー（Homer, 8C?. BC），ツキディデス（Thukydides, 460?-395?. BC），ペ





り上げられてはいない。従って，続編の『オックスフォードのトム = ブラウン』（Tom Brown 
at Oxford, 1861）はともかくとして，『トム = ブラウンの学校生活』においては，プラトン（Platon, 



































































































































ラッセル（Bertrand Arthur William Russell, 1872-1970）は『教育論』（On Education-Especially 
in Early Childhood-, 1926）の中で，自分の従兄でもあり，神学者であってウエストミンスター

































































のいたすところですよ（came natural to him）。だつてかれはたしか入學當初に，ちょうど私が














そして紳士と俗人とを問はず，腕づくでは何人にもひけを取らぬやうになりたい（to make my 











アーサーことスタンレーは，後に『トーマス = アーノルド博士の生涯と書簡集』（The life 


































ようと願ったのである : とりも直さず主知主義の教育が危険を生むと思われたので “ 祖国に新し







































タランベール（Charles de Montalembert, 1810-1870）の「ワーテルローの戦いはイートン校の




















































原著作は，Thomas Hughes, Tom Brown’s School Days, The Hokuseido Press, 1929. を使用し，邦訳は前川
俊一訳『トム・ブラウンの学校生活』（上）（下）を参照させて頂いた。
1 ）拙稿「トマス = ヒューズ『トム = ブラウンの学校生活』（1857年）における英国パブリックスクール・
ラグビー校の組織的競技（フットボール）にみる無私と公の精神性 - トーマス = アーノルド校長の指導
者像にも着目して -」，『教育思想』第39号，東北教育哲学教育史学会，2012年，61-73頁参照。拙稿「クー
ベルタン男爵の原点としての英国パブリックスクール・ラグビー校校長のトーマス = アーノルド博士の




4 ）Hughes, ibid, p.113. 同上，195頁。
5 ）同上，251-252頁。
6 ） Hughes, ibid, p.187. 前川訳（下），64-65頁。
7 ） Bertrand Russell, On Education-Especially in early childhood-, George Allen&Unwin LTD, London, 
1926, pp.30-31. 安藤貞雄訳『ラッセル教育論』，岩波文庫，1990年，35-36頁。
8 ） Hughes, ibid, p.257. 前川訳（下），180頁。
9 ） Ibid, pp.210-211. 同上，92頁。
10） Ibid, p.229. 同上，114頁。
11） Ibid, p.255. 同上，177-178頁。
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19） ディーム前掲書，11頁。
20） 水野忠文・木下秀明・渡辺融・木村吉次『体育史概説 - 西洋・日本 -』，体育の科学社，1966年，165頁。
21） 鈴木前掲稿，16-17頁。鈴木秀人「『トム・ブラウンの学校生活（1857）』の再検討 - トマス・アーノルド
のスポーツについての考え方を知る資料としての可能性 -」，『東京学芸大学紀要 / 第 5 部門 / 芸術，健康・
スポーツ科学』第56集，2004年，47頁。
22） 「パブリック・スクールのスポーツ教育とトーマス・アーノルド -〈スポーツ教育の祖〉ではなかったアー
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ノルド -」，17頁。「『トム・ブラウンの学校生活（1857）』の再検討 - トマス・アーノルドのスポーツにつ
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［付記］
　本論考は，2014年 9 月21日（日）に大阪府立大学 I-site なんばで開催された第21回新プラトン主義協会大
会にて発表報告をした原稿に，加筆修正したものである。御意見御質問をして頂いた法政大学の山口誠一先
生，司会進行を務めて頂いた金沢大学の三宅浩史先生には，この場を借りて，謝意を申し上げたい。
